
市民プレス　2005 年 11 月 1日発行（隔月刊 /無料配布）1 No.24

写
真

堤
防
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
た 

可
搬
式
ポ
ン
プ

　

因
み
に
こ
の
地
域
の
汚
水

は
、
新
河
岸
川
の
下
を
通
っ
て

対
岸
に
わ
た
り
、
和
光
市
に
所

在
す
る
県
の
汚
水
処
理
場
に
向

か
う
。

地
形
図

地
形
を
示
す
た
め
、
野
火
止
用

水
の
水
路
が
記
さ
れ
て
い
る
明

治
二
十
年
代
の
古
地
図
を
使
っ

て
崖
線
を
示
し
た
。
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シ
ネ
マ
や
お
洒
落
の
店

で
賑
わ
っ
て
い
た
「
ら

ら
ぽ
ー
と
」
が
閉
店
し
て
か

ら
半
年
、
夜
間
に
は
周
辺
の

広
場
で
暴
力
を
伴
っ
た
若
者

が
群
れ
、物
騒
な
地
域
に
な
っ

て
い
て
、
こ
こ
を
通
っ
て
帰

宅
す
る
市
民
は
遠
回
り
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
よ
う

や
く
地
権
者
が
重
い
腰
を
上

げ
、
既
設
の
建
物
の
解
体
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
施
工
は
地

権
者
で
あ
る
「
三
井
不
動
産
」

と
、「
銭
高
組
」、「
み
ら
い

建
設
工
業
」
の
三
者
の
手
で

行
わ
れ
る
。

　

す
で
に
内
部
の
ア
ス
ベ
ス

ト
の
調
査
も
済
み
、
除
去
の

対
策
も
た
て
ら
れ
て
、
10
月

24
日
に
は
、
仮
囲
い
の
工
事

が
始
っ
た
。
引
き
続
き
内
部

の
部
材
の
撤
去
が
行
わ
れ
、

年
明
け
か
ら
は
外
構
の
解

体
に
取
り
掛
か
る
。
工
事
は

6
月
中
に
終
了
し
、
た
だ
ち

に
新
規
建
物
の
建
設
が
着
工

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

下
の
地
図
に
示
す
よ
う

に
、
こ
の
建
物
の
大
部
分
は

実
は
新
座
市
域
に
あ
る
が
、

隣
接
す
る

埼
玉
り
そ
な

銀
行
は
志

木
市
域
と
な

る
。
銀
行
の

横
手
か
ら
ダ

イ
エ
ー
に
向

か
う
タ
イ
ル

張
り
の
歩
道

は
、
志
木

市
の
市
有
地

で
、
植
木
も

植
え
ら
れ
、

市
営
の
「
ふ

れ
あ
い
公
園
」
の
一
つ
と
し

て
、
献
血
や
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
に
使
わ
れ
て
き
た
。
電
飾

が
目
を
楽
し
ま
せ
た
大
ク
ス

ノ
キ
（
公
募
で
「
ら
ら
く
す
」

の
愛
称
が
つ
け
ら
れ
た
）
は

LaLaport

の
景
観
を
形
作
っ

て
き
た
。

　

ま
た
こ
れ
に
隣
接
す
る
市

道
は
商
店
街
に
対
向
し
て
お

り
、
道
路
は
志
木
駅
の
東
口

の
一つ
に
直
結
し
て
い
て
、
駅

に
向
か
う
人
々
の
不
法
駐
輪

が
道
路
を
埋
め
る
場
所
な
の

で
、
市
当
局
は
手
を
焼
い
て

い
る
。

　

こ
こ
は
朝
霞
市
の
朝
志
ヶ

丘
に
も
通
じ
、
志
木
、
朝
霞
、

新
座
三
市
の
住
民
が
利
用
す

る
接
点
と
な
っ
て
い
る
。ス
ー

パ
ー
「
ダ
イ
エ
ー
」
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
も
あ
り
、
さ
ら
に

慶
応
高
校
に
向
か
う
生
徒
の

通
学
路
や
、
近
隣
の
住
民
の

通
勤
路
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

 

新
規
に
建
設
さ
れ
る
ビ

ル
が
住
宅
を
主
と
す

る
も
の
に
な
る
か
、
あ
る
い

は
商
業
施
設
が
含
ま
れ
る
か
、

施
工
主
の
意
向
は
現
在
の
と

こ
ろ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、
も
ち
ろ
ん
市
民
の
利

便
性
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

い
ま
ま
で
華
や
か
に
聳
え
て
い

た
ら
ら
ぽ
ー
と
の
景
観
を
さ

ら
に
リ
フ
ァ
イ
ン
し
た
、
駅
前

に
相
応
し
い
清
々
し
い
建
物
を

設
計
、
施
工
さ
れ
る
よ
う
関

係
者
の
努
力
に
期
待
し
た
い
。

　

余
談
に
な
る
が
、
ら
ら

ぽ
ー
と
の
所
在
地
は
、
電
力

王
、
松
永
安
左
衛
門
が
開
発

し
た
東
邦
産
業
研
究
所
の
跡

地
で
、
そ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

な
っ
て
い
た
前
庭
と
瀟
洒
な

建
物
が
建
っ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
土
地
が
松
永

氏
に
よ
っ
て
同
研
究
所
か
ら

慶
応
義
塾
に
寄
贈
さ
れ
、
の

ち
に
志
木
市
の
開
発
行
為
に

よ
り
、
ダ
イ
エ
ー
を
含
む
商

業
施
設
が
構
築
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
い
ま
の
志
木
駅
舎
は
新
座

市
域
に
あ
り
、
志
木
駅
東
口

の
一
角
の
地
番
は
新
座
市
東

北
に
な
っ
て
い
て
、
志
木
市

本
町
は
こ
れ
に
接
し
て
い
る
。

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
両
市
域

の
境
界
線
は
歴
史
的
に
決

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
両

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
障
害
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
悩
ま
し
い

こ
と
に
な
る
。
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志 木駅前の大規模商業施設
「LaLaport」の解体はじまる

去
る
9
月
4
日
の
午
後

7
時
過
ぎ
、
台
風
14

号
に
よ
る
激
し
い
豪
雨
が
志

木
市
本
町
二
丁
目
一
帯
（
田

子
山
）
を
襲
い
、
46
㍉
／
時

に
も
達
す
る
降
水
は
道
路
を

陥
没
さ
せ
、
床
上
、
床
下

浸
水
の
被
害
は
45
所
帯
に
の

ぼ
っ
た
。

　

こ
こ
は
、
志
木
・
朝
霞
・

新
座
市
か
ら
の
雨
水
が
集
ま

る
地
形
で
、
か
つ
て
は
野
火

止
用
水
が
流
れ
、
新
河
岸

川
に
流
入
し
て
い
た
。
そ
の

後
用
水
は
途
中
か
ら
分
流
さ

れ
て
宮
戸
橋
に
向
か
い
、
水

車
の
動
力
と
し
て
も
使
わ
れ
、

豊
か
な
水
田
が
開
か
れ
た
。

戦
後
住
宅
地
と
な
っ
た
が
、

し
ば
し
ば
水
害
を
受
け
た
た

め
、
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
、

強
制
的
に
新
河
岸
川
に
排
水

す
る
機
構
が
備
え
ら
れ
た
。

　

志
木
市
は
汚
水
、
雨
水
の

本
管
を
装
備
し
て
万
全
を
期

し
、
ま
た
雨
水
に
つ
い
て
は

自
宅
敷
地
内
の
浸
透
を
住
民

に
呼
び
か
け
て
き
た
。
し
か

し
被
害
を
受
け
た
住
民
は
、

新
河
岸
川
の
堤
防
に
設
け
た

遮
水
ゲ
ー
ト
（
水
門
）
の
開

閉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
判
断
の

ミ
ス
、
ま
た
は
ポ
ン
プ
に
整

備
不
良
が
あ
っ
た
と
し
て
、

行
政
に
原
因
説
明
を
求
め
て

い
る
。
陳
情
を
受
け
た
志
木

市
は
、
水
害
の
原
因
調
査
委

員
会
を
設
置
し
て
調
査
を
進

め
て
い
る
。

　

被
災
地
は
朝
霞
市
側
の
崖

線
と
の
狭
間
に
位
置
し
て
お

り
、
志
木
・
朝
霞
・
新
座

三
市
の
協
力
に
よ
り
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
、
田
子
山
地
区

（
雨
水
幹
線
）
侵
水
対
策
事

業
を
早
期
に
着
工
し
、一
日
も

早
い
対
策
が
望
ま
れ
て
い
る
。

志
木
、
朝
霞
、
新
座
三
市
が
関
わ
る

志
木
市
本
町
二
丁
目
の
浸
水
を
追
う

空
撮　
志
木
駅
周
辺

新しいまちづくりに繋がるか…
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辰
野
金
吾
（
一
八
五
四

〜
一
九
一
九
）
は
、
東

京
駅
や
日
本
銀
行
本
店
を
建

て
た
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
日
本
近
代
建
築
家

の
第
一
世
代
で
あ
り
、
草
分

け
と
い
っ
て
よ
い
。 

も
ち
ろ

ん
、
近
代
建
築
は
日
本
の
土

壌
の
な
か
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
モ
デ
ル
と
し
て
学
び
と
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

辰
野
は
工
部
大
学
校
（
現

東
京
大
学
）
で
イ
ギ
リ
ス
人

の
建
築
家
コ
ン
ド
ル
に
学
び
、

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
後
、
大
学

に
日
本
建
築
の
講
座
を
設

け
、
教
授
、
工
科
大
学
長
、

さ
ら
に
は
建
築
学
会
会
長
に

ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
。
生
涯
で

手
が
け
た
建
築
は
二
〇
〇
を

こ
え
る
と
い
う
。

　

下
級
藩
士
の
家

　

辰
野
金
吾
は
、
安
政
元

（
一
八
五
四
）年
に
唐
津
藩（
佐

賀
県
唐
津
市
）
の
藩
士
姫ひ
め
ま
つ松

倉
右
衛
門
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
こ
の
年
は
前
年
に
つ
い

で
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ル
ー
提
督

が
二
度
目
の
日
本
来
航
を
お

こ
な
っ
た
年
で
、
ま
さ
に
激

動
の
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
唐
津

藩
士
は
十
二
の
身
分
に
分
か

れ
て
い
た
が
、
姫
松
家
は
下
か

ら
数
え
て
二
番
目
の
階
層
に

属
し
て
い
た
と
い
う
。
や
が
て

金
吾
は
父
倉
右
衛
門
の
弟
辰

野
宗
安
の
養
子
と
な
り
、
以

後
、
辰
野
姓
を
名
の
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

金
吾
は
九
歳
の
こ
ろ
か
ら

手
習
い
塾
（
寺
子
屋
）
に
か

よ
っ
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
先
進
的
な
技
術
・
学
問
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
の
ち
に
日
銀
総
裁
、

大
蔵
大
臣
、
政
友
会
総
裁
と

な
り
、
最
後
に
は
二・二
六
事

件
で
青
年
将
校
に
暗
殺
さ
れ

た
高
橋
是こ
れ
き
よ清

と
の
出
会
い
で

あ
ろ
う
。

　

唐
津
の
英
語
教
師
・

　
　
　
　
　
　
高
橋
是
清

　

高
橋
是
清
（
一
八
五
四
〜

一
九
三
六
）
ほ
ど
波
乱
万
丈

の
人
生
を
お
く
っ
た
人
物

も
、
め
ず
ら
し
い
か
も
し
れ
な

い
。
か
れ
は
金
吾
と
同
じ
安

政
元
年
に
、
幕
府
の
お
抱
え

絵
師
の
子
と
し
て
江
戸
に
う

ま
れ
た
。
生
母
は
絵
師
の
家

で
働
い
て
い
た
女
性
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
生
後
四
日

目
に
仙
台
藩
の
足
軽
高
橋
家

（
江
戸
在
住
）
に
養
子
に
だ

さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
寺
の
小

僧
に
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。

　

当
時
、
才
能
が
あ
り
そ
う

な
少
年
は
、
外
来
文
化
が
あ

ふ
れ
る
横
浜
に
送
り
出
す
こ

と
が
は
や
っ
て
お
り
、
高
橋

少
年
も
十
二
歳
の
と
き
横
浜

に
出
た
。
し
か
し
、
少
年
な

が
ら
大
酒
飲
み
で
、
破
天
荒

な
素
行
の
た
め
か
、
な
か
な

か
派
遣
留
学
の
機
会
が
こ
な

い
。
こ
れ
に
業
を
に
や
し
た
高

橋
は
、
ア
メ
リ
カ
で
学
校
に

通
わ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
話
に

の
り
、
契
約
書
に
サ
イ
ン
を

し
た
。
だ
が
な
ん
と
、
そ
れ

は
奴
隷
売
買
契
約
書
で
あ
っ

た
の
だ
。
十
四
歳
の
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。

　
以
後
、
高
橋
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
、

奴
隷
と
し
て
馬
の
世
話
や
庭

仕
事
の
日
々
が
つ
づ
い
た
。
奴

隷
仲
間
に
は
中
国
人
や
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
人
が
い
た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
勝
気
な
高
橋
は
、

人
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る

の
か
、
人
々
の
協
力
を
え
て
奴

隷
売
買
主
と
対
決
し
、
つ
い

に
契
約
書
の
破
棄
を
勝
取
り
、

や
が
て
日
本
に
帰
国
し
た
。

　
お
か
げ
で
英
語
が
ぺ
ら
ぺ
ら

に
な
っ
た
高
橋
は
、大
学
南
校

（
東
京
大
学
の
前
身
の
一
つ
）

の
英
語
教
師
に
な
っ
た
も
の

の
、
芸
者
と
と
も
に
酒
を
飲

み
な
が
ら
芝
居
見
物
し
て
い

た
こ
と
が
露
見
し
、
辞
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、

知
人
か
ら
唐
津
藩
で
英
語
の

教
師
を
探
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
、
船
を
乗
り
継
い

で
唐
津
に
は
い
っ
た
。

　

英
学
寮
「
耐
恒
寮
」

　

当
時
の
唐
津
藩
知
事
（
い

ま
の
知
事
）
は
元
藩
主
の
小

笠
原
長
国
で
あ
っ
た
。
か
れ

は
自
身
の
月
給
が
三
〇
円
で

あ
る
の
に
、
十
八
歳
の
英
語

教
師
の
高
橋
に
一
〇
〇
円
の
月

給
を
支
払
っ
た
と
い
う
。
日

本
に
も
、
肩
書
き
で
は
な
く

生
身
の
人
間
を
評
価
す
る
、

こ
ん
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

時
代
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
英
語
寮
（
英
語
学
校
）

は
、
ま
も
な
く
し
て
名
を
英

学
寮
「
耐た
い
こ
う
り
ょ
う

恒
寮
」
と
名
を
か

え
た
。
こ
こ
に
は
五
十
人
も

の
生
徒
が
集
ま
り
、
そ
の
中

に
は
、
の
ち
に
早
大
総
長
と

な
る
経
済
学
者
の
天あ
ま
の
　
た
め
ゆ
き

野
為
之
、

建
築
の
分
野
で
活
躍
す
る
辰

野
金
吾
・
曾そ
ね
　
た
つ
ぞ
う

禰
達
蔵
ら
が
い

た
。
高
橋
は
、
生
徒
が
教
室

で
日
本
語
を
使
う
こ
と
を
許

さ
ず
、
す
べ
て
英
語
で
や
り
と

り
を
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、

高
橋
と
辰
野
の
師
弟
は
同
年

齢
で
あ
り
、
他
の
生
徒
も
ほ

ぼ
同
じ
よ
う
な
年
齢
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
明
治
と
い
う
時
代

の
面
白
さ
な
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
財
政
難
か
ら
「
耐
恒
寮
」

は
一
年
三
ヶ
月
に
し
て
閉
鎖
さ

れ
た
。

　

最
下
位
で
の
入
学

　

高
橋
是
清
を
は
じ
め
、「
耐

恒
寮
」
を
失
っ
た
生
徒
た
ち

は
、
新
し
い
可
能
性
を
求
め

て
東
京
へ
向
か
っ
た
。
辰
野

金
吾
も
一
年
遅
れ
で
上
京
し

た
。
上
京
の
前
に
は
、
旧
唐

津
藩
士
の
娘
鳥
羽
秀
子
と
祝

言
を
あ
げ
た
。

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年

四
月
、
工
学
寮
（
東
大
工
学

部
の
前
身
）
の
第
一
回
入
学

試
験
が
お
こ
な
わ
れ
、「
耐
恒

寮
」
の
多
く
の
人
た
ち
も
受

験
し
た
。
し
か
し
、
曾
禰
達

蔵
と
も
う
一
人
は
合
格
し
た

も
の
の
辰
野
金
吾
は
不
合
格
。 

四
ヶ
月
後
の
再
試
験
で
よ

う
や
く
合
格
を
な
し
と
げ

た
。
当
時
の
工
学
寮
第
一

期
生
は
全
部
で
三
十
二
名
。

二
〇
〇
〇
人
を
こ
す
志
願
者

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
辰
野
は

入
学
時
に
は
三
十
二
位
の
成

績
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
年

後
に
卒
業
す
る
と
き
は
首
席

と
な
っ
て
い
た
。

　

恩
師
コ
ン
ド
ル

　

辰
野
ら
を
教
育
し
た
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ジ
ョ
サ

イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（
一
八
五
二

〜
一
九
二
〇
）
教
授
で
あ
る
。

生
粋
の
ロ
ン
ド
ン
っ
子
で
あ
る

コ
ン
ド
ル
は
、
純
粋
に
知
的

好
奇
心
に
あ
ふ
れ
た
人
で
、

控
え
め
な
人
柄
で
あ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
様
式
を
こ
な
し
た
建

築
家
だ
っ
た
の
で
、
日
本
の

近
代
建
築
の
あ
り
か
た
を
摸

索
し
て
い
た
明
治
の
日
本
に

と
っ
て
、
願
っ
て
も
な
い
教
育

者
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

コ
ン
ド
ル
は
、
教
授
の

地
位
を
退
き
、
明
治
二
十
四

（
一
八
九
一
）
年
に
は
帝
国
大

学
講
師
の
職
も
し
り
ぞ
い
た

が
、
そ
の
あ
と
設
計
事
務
所

を
開
設
し
、
滞
日
四
十
三
年
、

六
十
八
歳
の
生
涯
を
日
本
で

終
え
た
。
か
れ
の
代
表
的
な

作
品
と
し
て
は
鹿ろ
く
め
い
か
ん

鳴
館
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
も

の
と
し
て
は
神
田
駿
河
台
の

ニ
コ
ラ
イ
堂
、
文
京
区
湯
島

の
旧
岩
崎
久
弥
邸
、
北
区

西
ヶ
原
の
旧
古
河
邸
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
か
れ
は
大
袈

裟
に
飾
り
立
て
た
も
の
を
好

ま
ず
、
邸
宅
や
ク
ラ
ブ
を
好

ん
で
つ
く
っ
た
。

　

建
築
事
務
所
の
設
立

　
コ
ン
ド
ル
の
一
番
弟
子
と
し

て
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）

年
十
一
月
、
工
部
大
学
校
造

家
学
科
第
一
回
卒
業
生
と

な
っ
た
の
は
、
辰
野
金
吾
、

片
山
東と
う
く
ま熊

、
曾
禰
辰
蔵
、
佐

立
七
次
郎
の
四
人
で
あ
る
。

　

辰
野
金
吾
は
、
た
だ
ち
に

工
部
省
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
の

留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
ロ
ン
ド

ン
大
学
の
ロ
イ
ヤ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
で
学

ぶ
か
た
わ
ら
、
民
間
の
建
築

事
務
所
で
具
体
的
な
建
築
の

あ
り
よ
う
も
学
ん
だ
。
そ
し

て
、
帰
国
し
た
翌
年
の
明
治

十
七
（
一
八
八
四
）
年
、
コ
ン

ド
ル
の
後
継
者
と
し
て
工
部

大
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
時

に
三
十
二
歳
、
し
か
し
、
あ

く
ま
で
も
建
築
家
で
あ
る
こ

と
を
本
分
と
し
て
い
た
辰
野

は
、
翌
年
教
授
を
辞
職
し
た

が
、
そ
の
翌
年
懇
請
さ
れ
て

復
職
。
そ
の
後
工
科
大
学
学

長
を
務
め
、
建
築
学
会
の
設

立
に
尽
力
し
て
そ
の
会
長
と

な
っ
た
。
ま
さ
に
、
日
本
の

近
代
建
築
の
実
力
者
と
し
て

君
臨
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
さ
中
の
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
、
辰
野
は

帝
国
大
学
工
科
大
学
の
学
長

を
辞
職
し
た
。
そ
し
て
翌
年

に
は
後
輩
の
葛
西
万
司
と
東

京
板
橋
に
辰
野
葛
西
建
築
事

務
所
を
お
こ
し
、
翌
々
年
に

は
片
岡
安
と
大
阪
中
之
島
に

辰
野
片
岡
建
築
事
務
所
を
立

ち
上
げ
た
。
以
後
辰
野
は
、

洋
風
建
築
を
中
心
に
二
〇
〇

件
あ
ま
り
の
建
築
設
計
に
た

ず
さ
わ
っ
た
。

　
日
本
銀
行
本
店

　

工
部
大
学
校
教
授
時
代
の

明
治
二
十
九
（
一八
九
六
）
年
、

辰
野
の
初
期
の
代
表
作
と
さ

れ
る
「
日
本
銀
行
本
店
」
が

完
成
し
た
。
現
在
も
日
本
橋

本ほ
ん
ご
く
ち
ょ
う

石
町
に
残
る
こ
の
建
築
は
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
外
形
は
だ
れ
も
が
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
石
で
お
お
わ

れ
た
建
築
は
重
々
し
く
、
外

部
か
ら
の
侵
入
を
許
さ
な
い

強
固
さ
を
も
っ
て
い
る
。
当
時

の
日
銀
総
裁
、
川
田
小
一
郎
は

権
威
と
風
格
の
あ
る
石
造
り

建
築
を
求
め
た
。
そ
れ
は
、
明

治
国
家
日
本
の
気
負
い
で
も

あ
り
、
ま
た
未
開
拓
の
分
野

に
い
ど
む
辰
野
の
気
負
い
で
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
上
部
を
石
造
り

に
す
る
と
重
す
ぎ
て
構
造
上

地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
重
厚
さ
に
欠

け
る
レ
ン
ガ
づ
く
り
で
は
納
得

が
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
と
き
、

悩
め
る
辰
野
に
妙
案
を
だ
し

た
の
は
、
か
つ
て
の
辰
野
の
教

師
高
橋
是
清
だ
っ
た
と
い
う
。

高
橋
は
提
言
し
た
。
内
部
は

レ
ン
ガ
づ
く
り
に
し
、
外
側

だ
け
に
石
板
を
貼
れ
ば
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
。
辰
野
は
そ

れ
を
実
行
し
た
。

　

高
橋
是
清
は
明
治
二
十
二

（
一
八
八
九
）
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
、
ア
ン
デ
ス
の
銀
山
経

営
に
手
を
だ
し
た
が
見
事
に

̶
近
代
建
築
の
第
一
世
代̶

安
斎　

達
雄

辰た
つ
の
　
き
ん
ご

野
金
吾

その 23
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東
京
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺

の
整
備
計
画
は
、
東
日
本
旅

客
鉄
道
や
東
京
都
な
ど
の
主

導
に
よ
っ
て
関
係
者
間
の
調
整

が
進
み
、
2
0
0
6
年
か
ら

2
0
1
0
年
に
か
け
て
大
規
模

な
工
事
が
行
な
わ
れ
る
。

　

第
一に
丸
の
内
に
現
存
す
る

駅
舎
を
で
き
る
だ
け
保
存
し
つ

つ
、
戦
災
に
よ
っ
て
損
壊
し
た

部
分
を
復
元
、
創
建
さ
れ
た
当

初
の
三
階
建
の
建
物
を
復
活
す

る
こ
と
、
第
二
に
現
在
も
っ
て

い
る
駅
、ホ
テ
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
機
能
を
維
持
し
た
利
用
計
画

に
よ
っ
て
整
備
す
る
と
い
う
基

本
方
針
が
固
ま
っ
た
。

　
一方
新
し
い
首
都
東
京
の
エン

ト
ラ
ン
ス
づ
く
り
と
し
て
、
大

掛
か
り
な
八
重
洲
口
の
開
発
計

画
が
す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
多
数
の
企
業
の
共
同
事
業

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の

計
画
も
完
成
の
目
標
は
同
じ
く

2
0
1
0
年
。

　

八
重
洲
口
駅
前
広
場
を
挟

ん
だ
南
北
に
超
高
層
ツ
イ
ン
タ

ワ
ー
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

現
在
八
重
洲
口
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
と
な
っ
て
い
る
鉄
道
会
舘
ビ
ル

（
大
丸
デ
パ
ー
ト
）
を
撤
去
し

て
、
中
央
部
に
タ
ワ
ー
を
結
ぶ

歩
行
者
デ
ッ
キ
と
大
屋
根
を
設

け
る
と
い
う
大
規
模
な
計
画
だ
。

失
敗
し
た
。
意
気
消
沈
し
て

い
た
高
橋
を
日
銀
総
裁
の
川

田
が
拾
い
上
げ
、
当
時
、
日

銀
本
館
建
設
の
事
務
局
で
準

社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時

は
辰
野
が
高
橋
の
上
役
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

中
央
停
車
場

　

辰
野
金
吾
は
、
赤
レ
ン
ガ

に
白
い
石
の
帯
を
つ
け
た
「
辰

野
式
」
と
い
わ
れ
る
建
築
を

多
く
建
て
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
銀
行
建
築
で
い
え
ば
、

佐
賀
銀
行
唐
津
支
店
、
旧

二
十
三
銀
行
本
店
（
現
大
分

銀
行
）、
岩
手
銀
行
中
之
橋

支
店
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

現
在
も
多
く
の
フ
ア
ン
を
持

つ
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
、
も
っ
と

も
辰
野
金
吾
に
あ
っ
た
建
築

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
建
築
の
集
大

成
的
な
意
味
を
も
っ
た
の

が
、
辰
野
の
後
期
を
代
表
す

る
「
中
央
停
車
場
（
東
京

駅
）」
で
あ
ろ
う
。
工
事
に
は

六
年
の
歳
月
を
か
け
、
完
成

は
辰
野
が
還
暦
を
む
か
え
た

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
で
あ

る
。
こ
の
駅
舎
は
ル
ネ
サ
ン
ス

様
式
で
、
三
つ
の
ド
ー
ム
を
も

つ
堂
々
た
る
三
階
だ
て
の
建

物
で
あ
っ
た
。
レ
ン
ガ
建
て
は

地
震
に
弱
い
と
い
わ
れ
な
が
ら

も
、
関
東
大
震
災
の
被
害
は

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
し

か
し
、昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
五
月
の
空
襲
で
大
き
な
破

損
を
う
け
た
。
現
在
の
東
京

駅
は
、
破
損
し
た
三
階
部
分

を
撤
去
し
た
二
階
建
て
建
物

で
、
両
側
の
丸
い
ド
ー
ム
も

三
角
屋
根
と
な
り
、
終
戦
直

後
の
応
急
修
理
の
形
が
、
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
東

京
駅
復
元
保
存
を
求
め
る
市

民
運
動
の
働
き
か
け
も
あ
っ

て
、
東
京
駅
舎
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
や
が

て
丸
の
内
側
正
面
の
姿
が
復

元
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
三
つ
の
夢

　

辰
野
金
吾
に
は
、
生
涯
に

三
つ
の
建
物
を
つ
く
る
夢
が

あ
っ
た
と
い
う
。
一つ
は
日
本

銀
行
、
一つ
は
中
央
停
車
場
、

残
る
一つ
は
国
会
議
事
堂
の
建

設
で
あ
る
。
国
会
議
事
堂
の

建
設
は
一
応
公
募
と
い
う
形

式
は
と
っ
て
い
た
も
の
の
、
実

際
は
臨
時
議
院
建
設
局
の
官

僚
集
団
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た

か
ら
、
辰
野
が
手
が
け
る
チ
ャ

ン
ス
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
国
家
の
尊
厳
と
威
光

を
代
表
す
る
建
築
を
手
が
け

た
い
と
い
う
辰
野
の
夢
は
、
い

か
に
も
使
命
感
に
あ
ふ
れ
た

明
治
人
ら
し
い
。

　

し
か
し
辰
野
金
吾
は
、
権

威
を
背
負
い
、
権
威
に
し
が
み

つ
く
人
物
で
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。そ
う
で
あ
れ
ば
、

安
定
し
た
工
科
大
学
教
授
・

学
長
と
い
う
地
位
を
捨
て
て
、

リ
ス
ク
が
と
も
な
う
民
間
設

計
事
務
所
を
お
こ
す
こ
と
な

ど
、
す
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。

こ
れ
は
、
お
雇
い
外
国
人
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
学
か
ら

退
き
、
設
計
事
務
所
を
た
て
て

一
建
築
家
と
し
て
生
き
た
恩
師

コ
ン
ド
ル
か
ら
学
ん
だ
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
新
し
い
時
代
を

切
り
開
く
精
神
を
高
橋
是
清

か
ら
学
ん
だ
辰
野
は
、
お
の
れ

の
天
分
を
生
か
す
精
神
を
コ
ン

ド
ル
か
ら
学
ん
だ
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

明
治
か
ら
大
正
へ

　

ま
た
、
建
築
作
品
か
ら
も

辰
野
の
心
境
の
変
化
が
伺
え

る
よ
う
に
も
思
え
る
。
初
期

の
代
表
作
「
日
本
銀
行
本
店
」

は
堂
々
と
し
て
い
る
が
、
要

塞
に
も
似
た
重
々
し
さ
と
暗

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

後
期
の
代
表
作
「
中
央
停
車

場
（
東
京
駅
）」
は
、
国
家

の
威
信
を
か
け
た
堂
々
さ
は

あ
る
も
の
の
、
赤
い
レ
ン
ガ
に

添
え
ら
れ
た
白
い
石
の
ア
ク
セ

ン
ト
は
明
る
く
軽
や
か
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
明
治
国
家
の

時
代
か
ら
大
正
市
民
の
時
代

へ
の
移
行
は
、
時
代
の
流
れ

で
は
あ
る
。
辰
野
金
吾
も
建

築
を
と
お
し
て
時
代
を
生
き

た
の
だ
。

　

辰
野
金
吾
は
大
正
八

（
一九
一九
）
年
三
月
、
六
十
五

歳
で
生
涯
を
終
え
た
。

　

な
お
、
東
京
大
学
で
は
じ

め
て
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
講
座

を
開
い
た
文
学
者
と
し
て
知

ら
れ
た
辰
野
隆ゆ
た
か（

一
八
八
八
〜

一
九
六
四
）
は
、
辰
野
金
吾

の
長
男
で
あ
る
。
こ
の
洒
脱

な
随
筆
家
と
し
て
知
ら
れ
る

息
子
の
隆
が
記
憶
し
て
い
る

父
親
は
、
謹
厳
そ
の
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。

生
ま
れ
変
わ
る

首
都
東
京
の
中
央
駅

超
高
層
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の

建
設
は
じ
ま
る

ツインタワー南棟予定地 ツインタワー北棟予定地

歩
行
者
デ
ッ
キ
と
大
屋
根

CG（コンピュータ・グラフィックス）
で見る完成図

丸
の
内
東
京
駅
舎
の
復
元
と
保
存
が
決
ま
る

　
　
　
八
重
洲
口
で
は

　
　
　
　
　
　
大
規
模
な
工
事
が
は
じ
ま
る

「辰野金吾博士『作品集成絵図』」
　後藤慶二画（辰野家蔵）
右下に日本銀行、右上に東京駅舎が画かれている。

い
ま
の
東
京
駅
周
辺八八

重
洲
重
洲

口
の
口
の

未
来
図

未
来
図
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ウ
イ
ル
ス
は
生
き
物
に
寄

生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
永
ら

え
、
増
殖
し
ま
す
。
動
物
等

に
感
染
し
な
け
れ
ば
増
殖
で

き
な
い
の
で
す
（
前
回
ま
で

の
記
事
を
参
照
）。
動
物
な

ど
の
体
外
に
残
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
は
数
時
間
か
ら
数
日
の

う
ち
に
増
殖
で
き
な
く
な
り

ま
す
（『
死
に
絶
え
て
』
し
ま

い
ま
す
）。
そ
こ
で
、
あ
る
人

の
体
で
増
え
た
ウ
イ
ル
ス
は
、

別
の
健
康
な
人
の
体
内
に
侵

入
し
、
感
染
し
な
け
れ
ば
増

殖
で
き
な
い
の
で
す
。

　

人
の
体
の
表
面
は
、
皮
膚

か
粘
膜
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

皮
膚
を
通
し
て
ウ
イ
ル
ス
が

侵
入
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
傷
口
を
介

し
て
で
な
け
れ
ば
ウ
イ
ル
ス

は
侵
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。一
方
、口
、鼻
、呼
吸
器
、

消
化
器
、
泌
尿
器
、
生
殖
器

な
ど
の
表
面
は
粘
膜
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
粘

膜
は
直
接
外
界
に
接
し
て
お

り
、
ウ
イ
ル
ス
は
こ
の
粘
膜

か
ら
感
染
し
ま
す
。

※
挿
絵
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
然
体
で
起
こ
る
の
は
、

呼
吸
器
を
介
し
て
起
こ
る
感

染
、
消
化
器
を
介
し
て
起
こ

る
感
染
、
泌
尿
器
、
生
殖
器

を
介
し
て
起
こ
る
感
染
で
す
。

い
っ
ぽ
う
皮
膚
か
ら
傷
口
を

介
し
て
起
こ
る
も
の
と
し
て
、

蚊
や
ダ
ニ
の
よ
う
な
節
足
動

物
に
刺
さ
れ
て
起
こ
る
感
染

が
あ
り
ま
す
。
蚊
や
ダ
ニ
は
、

毛
細
血
管
に
針
を
刺
し
て
血

を
吸
う
の
で
、
そ
の
唾
液
に

含
ま
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
毛
細

血
管
の
中
に
注
入
さ
れ
る
の

で
す
。
ま
た
、
輸
血
に
用
い

ら
れ
た
血
液
の
中
に
ウ
イ
ル

ス
が
混
入
し
て
い
る
と
、
血

液
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
を
注
射

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

呼
吸
器
感
染
を
起
こ
す
ウ

イ
ル
ス
と
し
て
代
表
的
な
も

の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
と
麻ま
し
ん疹
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

ど
ち
ら
も
患
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
で
飛
び
出
す
飛
沫
と

と
も
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出
さ

れ
ま
す
。
そ
の
飛
沫
を
別
の

人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
ウ
イ
ル
ス
は
器
官
か
ら
器

官
支
、
肺
に
運
ば
れ
て
増
殖

を
始
め
る
の
で
す
。
呼
吸
器

で
増
え
た
ウ
イ
ル
ス
は
、
咳

や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
放
出

さ
れ
、
そ
れ
を
吸
い
込
ん
だ

人
に
う
つ
り
ま
す
。
激
し
い

く
し
ゃ
み
で
は
、
数
万
個
の

飛
沫
の
粒
子
が
飛
び
出
し
ま

す
。
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
小
さ

な
飛
沫
で
感
染
を
起
こ
し
、

ウ
イ
ル
ス
は
か
な
り
時
間
が

た
っ
て
も
空
気
中
に
浮
遊
し

て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
離

れ
た
人
に
も
感
染
し
ま
す
。

し
ば
し
ば
空
気
感
染
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
大
き

な
飛
沫
で
感
染
す
る
も
の
が

あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
せ
い

ぜ
い
二
㍍
位
ま
で
し
か
飛
び

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
飛
沫

感
染
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
大

き
な
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た

S
サ
ー
ス
A
R
S
は
大
き
な
飛
沫
に

よ
る
「
飛
沫
感
染
」
で
す
。

　

直
接
吸
い
込
ま
な
く
て

も
、
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
や

S
A
R
S 

ウ
イ
ル
ス
は
手
に

付
着
し
、
そ
の
手
で
鼻
、
口
、

目
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
粘
膜
感
染
を
起
こ
す
場
合

も
少
な
く
な
い
の
で
、
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と

し
て
、外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き
、

「
手
を
洗
い
な
さ
い
!
」
と

い
う
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

同
じ
呼
吸
器
感
染
で
も
、

は
し
か
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

は
実
は
大
き
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
呼
吸
器
で
増
え
ま
す

が
、
血
液
に
は
入
り
込
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル

ス
が
増
殖
す
る
の
は
呼
吸
器

だ
け
で
す
。
し
か
し
は
し
か

ウ
イ
ル
ス
は
呼
吸
器
で
増
殖

し
た
の
ち
、
血
液
に
入
り
込

み
、
リ
ン
パ
節
か
ら
皮
膚
ま

で
、
全
身
に
広
が
り
ま
す
。

そ
こ
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
局

所
性
感
染
症
、
は
し
か
は
全

身
性
感
染
症
と
呼
ば
れ
る
所

以
で
す
。
た
だ
し
最
近
問
題

と
な
っ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
毒

性
の
強
い
場
合
は
例
外
で
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
血
液
に
入

り
込
む
全
身
性
感
染
を
お
こ

し
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
が

必
要
で
す
。

　

消
化
器
感
染
を
起
こ
す
ウ

イ
ル
ス
の
一つ
に
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ウ

イ
ル
ス
は
腸
内
ウ
イ
ル
ス
の
グ

ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
、
糞
便

な
ど
に
排
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
が
口
か
ら
入
り
込
み
、
腸

管
で
増
殖
し
ま
す
。
と
き
に

神
経
を
伝
わ
っ
て
脊
髄
に
運

ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
に
は
、
運
動
を
司

る
脊
髄
の
神
経
細
胞
で
増
殖

し
始
め
、
そ
の
細
胞
は
破
壊

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

が
ポ
リ
オ
の
患
者
に
見
ら
れ

る
神
経
麻
痺
な
の
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
恐

る
べ
し
!
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
恐
る
べ
し
!

　
以
上
の
記
事
は
、
山
内
一

也
著
「
ウ
イ
ル
ス　

究
極
の

寄
生
生
命
体
」
N
H
K
人

間
講
座
、
2
0
0
5
を
参
考

に
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は

ま
だ
つ
づ
き
ま
す
。

　

旧
冨
岡
家
住
宅
は
十
七
世

紀
の
元
禄
時
代
以
前
（
約

二
百
八
十
年
前
）
の
建
築
と

さ
れ
、
大
河
直
躬
千
葉
大
学

名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、
関
東

の
農
家
と
し
て
最
大
の
規
模

を
も
ち
、
県
内
で
最
古
の
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

冨
岡
家
住
宅
は
和
光
市
新

倉
二
丁
目
3
1
7
9
に
所

在
し
て
い
た
が
、
東
京
外
環

自
動
車
道
の
建
設
の
た
め
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
歴

史
的
な
価
値
が
明
ら
か
に
な

る
と
、
現
地
で
保
存
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
掛
け
替
え
の

な
い
損
失
だ
っ
た
。
道
路
の

工
事
は
実
に
う
ら
め
し
い
。

　

昭
和
63
年
、
和
光
市
の
配

慮
に
よ
っ
て
解
体
、
部
材
の

保
管
が
行
わ
れ
、
平
成
15
年

市
指
定
文
化
財
と
な
る
。
復

元
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
市

民
と
の
意
見
交
換
、
古
民
家

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

く
な
ど
、
関
係
者
の
並
々
な

ら
ぬ
努
力
が
実
り
、
和
光
市

駅
北
口
か
ら
妙
蓮
寺
通
り
を

徒
歩
約
7
分
、
下
新
倉
二
丁

目
33
番
地
で
復
元
工
事
が
始

め
ら
れ
、
今
年
八
月
つ
い
に

上
棟
式
を
迎
え
た
。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を

行
っ
て
、
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」

は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
編
集
・
発
行
し
、
無
料
で

配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン

（
意
見
／
考
え
）」
を
募
集

し
ま
す
。

☎
0
9
0（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

❶
・
冨
岡
家
住
宅
の
原
風
景

❷
・
復
元
工
事
は
進
む

ウ
イ
ル
ス
は
寄
生
体

消
化
器
の
感
染

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

呼
吸
器
に
よ
る
感
染

和
光
市
の
貴
重
な
古
民
家

旧
冨
岡
家
住
宅
の
復
元
工
事
は
進
む

❶❷


